
（別紙３）

～ 2025年12月26日

（対象者数） 54 （回答者数） 43

～ 2026年1月23日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・市町村の担当との連絡会を定期健診等の機会に実施する。

・保護者の話を聞く機会を多くし保護者が相談しやすい環境

を整える。

2

・動画等により乳幼児や児童一人一人の課題を職員間で共有

し、専門家のアドバイスを参考に個々に適したさらに細かい

支援を考える。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・SNSを利用して利用時の状況を知らせ保護者とのやり取り

につなげる。

・保護者の困りごとを聞く機会の充実を図る。

2

3

○事業所名 ぷらうらんどkouminkanたの

○保護者評価実施期間
2025年12月1日

○保護者評価有効回答数

2026年1月13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年2月16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・親子通所でないため、適時顔を合わせて保護者とのやり取り

ができていない。

・保育園の利用等併行通園しているので、園への送迎が多いた

め保護者に会える機会が少ない。

・乳児（0歳児）からの受け入れを行っていること。

・行政との連携支援体制が充実しており、定期健診等において

発達に課題のある乳児を選出でき、早期から発達支援が行え

る。

・食事、午睡、沐浴等、育児ついての保護者の困りごとを改善

するために対応している。

・昼食時の食事支援を行っている。

・離乳食や食事の与え方に困っている保護者に対して、栄養士

が実際に作って、その作り方や摂取について伴走支援をしてい

る。

・乳幼児や児童一人一人が食事しやすい道具、いす、机等の環

境設定に取り組んでいる。

・保護者等の負担を軽減できるように送迎を行っている。 ・保護者の意見を聞き、利用しやすい乗降場所を設定し配車し

ている。

事業所における自己評価総括表公表


